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ＯＰＥＣプラス、追加増産見送り　22年需要予測は上方修正

ＯＰＥＣプラスは２０２２年の石油需要予測を上方修正したにもかかわらず、一段の増産は見送

り。次回会合は１０月４日に開かれるが、今回の決定に基づき、１０月も９月と同様に減産縮小

規模は日量４０万バレルにとどまる。

ＯＰＥＣプラスは声明で「新型コロナウイルスによるパンデミック（世界的大流行）の影響は引

き続き不透明だが、市場のファンダメンタルズが力強くなったほか、景気回復が加速する中、経

済協力開発機構（ＯＥＣＤ）加盟国の原油在庫は継続的に減少している」とした。

イラク石油相は声明で、ＯＰＥＣプラスによる段階的な増産は世界的な原油市場の安定化に貢献

するとの見解を示した。

２１年の石油需要は日量５９５万バレル増と予想している。２０年は、新型コロナウイルス流行

の影響で日量９００万バレル減少した。

ＪＴＣは８月３１日、２１─２２年の石油市場に関する新たな報告書を提出。報告書は公表され

ていないが、ＯＰＥＣプラス筋が３１日に明らかにしたところによると、２１年は世界の需要が

回復し、日量９０万バレルの供給不足になると予測している。

２２年は当初、日量２５０万バレルの供給過剰を予測していたが、需要拡大を理由にその後、日

量１６０万バレルの供給過剰に下方修正された。

この結果、ＯＥＣＤ加盟国の商業用石油在庫は１５ー１９年の平均を２２年５月まで下回る見通

し。当初は２２年１月まで下回ると予想していた。
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Jオイルと昭和産業　食用油を11月から値上げ

J―オイルミルズと昭和産業は1日、11月1日納品分から家庭用や業務用の食用油の価格を引き上げると発表した。値上

げ額は両社とも家庭用で1キログラムあたり30円以上。大豆や菜種など原料価格の高騰を理由としている。

値上げ表明は両社とも今年4回目となる。大豆や菜種、パーム油といった食用油の主原料は中国を中心に需要が底堅

く、価格が高止まりする。菜種は産地カナダの高温で減産が見込まれている。海上運賃の上昇もあり、調達コストが

一段と上がっているという。

食用油を巡ってはすでに日清オイリオグループが11月1日納入分から家庭用食用油などの価格を引き上げると発表して

おり、原料高を転嫁する動きが広がっている。


